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こ
の
た
び
、
各
議
員
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
の
要

職
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
重
責

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
長
年
続
い
て
き
た

自
由
民
主
党
か
ら
民
主
党
に

と
政
権
が
代
わ
り
「
子
ど
も

手
当
」
月
額
２
万
６
千
円
の

支
給
、
ま
た
、
高
速
道
路
の

無
料
化
等
、
こ
れ
で
財
政
運

営
は
成
り
立
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

議
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
む

公
共
工
事
が
削
減
さ
れ
れ

ば
本
町
に
大
き
な
影
響
が
予

想
さ
れ
、
町
民
が
仕
事
を
失

い
、
生
活
が
困
難
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
町
に
は
少
子
・
高
齢

化
、
救
急
車
も
入
ら
な
い
道

路
、
水
道
未
整
備
地
区
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
町
議
選
で
は
新
旧

交
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議

員
一
丸
と
な
り
、
今
後
の
町

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
で
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

力を合わせてがんばります�

笑顔あふれるまちを目指して�

議　 長

永 田　耕 朗

副 議 長

西 村　清 勇

１０月２２日に臨時会が開かれ、正副議長や各常任委員会の委員長

をはじめ、議会の新しい人事構成が決まりました。

町
民
の
思
い
に
応
え
る
議
会

師
走
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

日
頃
は
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
、
10
月
11
日
の
町

議
会
議
員
選
挙
後
の
組
織
議

会
に
お
い
て
議
長
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
同
時
に
改
め

て
そ
の
使
命
と
職
責
の
重
大

さ
に
身
の
引
き
締
る
思
い
が

致
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
長
引
く
経
済
不
況

の
中
、
８
月
の
国
政
選
挙
に

お
い
て
政
権
交
代
と
い
う
歴

史
的
変
革
が
起
き
ま
し
た
。

政
治
経
済
と
も
に
先
の
見

え
に
く
い
時
代
の
中
、
町
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

ず
、
諸
課
題
に
適
切
に
対
応

し
、
町
民
の
思
い
に
応
え
る

た
め
に
は
、
執
行
部
と
と
も

に
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
皆
様
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
、
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
や
政
策
提
言
機

能
の
更
な
る
強
化
に
努
め
、

町
民
福
祉
の
向
上
と
町
政
発

展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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主に総務課、税務課、教育委員会などの所管に関する

事項、請願、陳情を調査・審査します。

少子高齢化・福祉対策、健
康で元気に安心して暮らせる
まちづくり、若者定住対策、
高北病院を中心とした保健福
祉・医療・介護が一体なった
取り組み、防災対策、これら
の問題にボランティア精神で
取り組んでいきますので、よ
ろしくお願い致します。

委
員
長
・
５
期

徳
弘
　
初
男
議
員

別掲　　2ページ
副議長あいさつ

４
期西

村
　
清
勇
議
員

平成９年より１２年間、高
吾北広域事務組合議長をさせ
て頂きました。今、ソニア問
題が大変な時期になっていま
す。この問題の早急な解決に
努め、また、佐川町民の住民
福祉の向上のために努力しま
すので、ご指導ご鞭撻よろし
くお願いします。

６
期藤

原
　
健
祐
議
員

住民の暮らしは、ますます
厳しくなっています。住民要
求に耳を傾け、弱いものの立
場に立ち、その声を町政に届
けるパイプ役となり、国政も
町政も私たち住民の声で変え
ることができるという、実感
を得られるための先頭に立ち
たいと思います。

副
委
員
長
・
４
期

松
本
　
正
人
議
員

生活重視の町づくりを進め
る中で、人口減少問題は大き
な課題です。その対策として、
①子育て環境の整備による若
者定住対策　②産業育成とし
ての農業振興　③高齢者が安
心して暮らせるシステム作り
以上の施策の実現に取り組み
ます。

１
期森

　
　
正
彦
議
員

大変厳しい経済不況、少子
高齢化社会の中で、農業発展
と振興に努め、水害対策に取
り組み、人材を生かした効率
的なボランティアで住民力を
生かし、町民が安心して暮ら
せる活気ある佐川町を目指
し、全力で取り組む決意をし
ております。

１
期片

岡
　
勝
一
議
員

別掲　2ページ
議長あいさつ

４
期永

田
　
耕
朗
議
員
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主に産業建設課、国土調査課、健康福祉課、町民課、

病院などの所管に関する事項、請願、陳情を調査・審

査します。

半世紀続いた政治から、新
政権へと大きく変わり、国民
が起こしたこの波は、民主主
義の原点であり、ともに責任
を持っていかなければなりま
せん。私自身も、新たな気持
ちで、女性の視点を生かし、
安心して住める町になるよ
う、尽力して参ります。

委
員
長
・
４
期

今
橋
　
寿
子
議
員

今、町政に必要なことは具
体的に何をするかです。私は
約束します。
1.道の駅を実現する事
2.黒岩地域から水害をなくす事
3.議会の声を生の声で報告す
る事
佐川町は、動けば変わる、

動かなければ変わらない。

３
期中

村
　
卓
司
議
員

前政権による地域格差、経
済の疲弊している現状の中か
ら、国民による政権交代とな
った。今、中央を良く見据え
ながら慎重に取り組み、佐川
町が発展するよう頑張ってい
きます。

５
期嶋

�

正
彦
議
員

民主党政権に変わり、補正
予算の執行停止や補助金等が
削減され、今後本町への影響
が懸念されます。そうした中、
皆さまの声を行政に伝え、公
平性のある施策に努力いたし
ます。また、農業施策にもし
っかりと取り組む決意を致し
ております。

副
委
員
長
・
３
期

氏
原
　
義
幸
議
員

２期目も、現場第一主義に
徹し、「１人の人を大切にす
る町政」の実現に向けて、町
民の皆さんの声を行政にしっ
かりと届け、その実現に向け
て全力で取り組んで参りま
す。「行きたい、住みたい町」
を目指します。
今後とも、よろしくお願い

致します。

２
期松

浦
　
隆
起
議
員

国政では、政権が変わり大
きな転換が行われている今、
町においても補助事業や、施
策の見直し等に、今後影響が
でてくることが考えられま
す。少子・高齢化が一段と進
む今日、住民の声を町政に届
けると共に、本町発展の為に
尽くして参ります。

２
期岡

村
　
統
正
議
員

今、国の政治は大きく動こ
うとしています。新政権が地
方自治にどう対応するか注視
したい。町民生活の実態を知
り、町民一人ひとりが心豊か
に暮らしていけるよう、足元
を見つめ、地道に取り組んで
参ります。
お力添えをよろしくお願い

いたします。

２
期坂

本
　
貞
雄
議
員



日
高
村
佐
川
町

学
校
組
合
議
会
議
員

高
吾
北
広
域

町
村
事
務
組
合
議
会
議
員

国道494号佐川バイパス
整備促進特別委員会

国道494号佐川バイパス
整備促進特別委員会

議会運営委員会議会運営委員会議会広報編集委員会議会広報編集委員会
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議会の審議、活動等について広く、住民の方に公開周

知することを目的に、議会広報の編集を行ないます。

議会の日程、議案や一般質問の取り扱いなど議会運営

を円滑に行うために必要な事項や、議長からの諮問事

項を審査します。

前
列
右
よ
り

○
氏
原
義
幸

◎
岡
村
統
正

今
橋
寿
子

後
列
右
よ
り

藤
原
健
祐

松
浦
隆
起

徳
弘
初
男

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

前
列
右
よ
り

○
坂
本
貞
雄

◎
岡
村
統
正

松
浦
隆
起

後
列
右
よ
り

片
岡
勝
一

森
　
正
彦

前
列
右
よ
り

松
本
正
人

○
嶋
ì
正
彦

◎
中
村
卓
司

今
橋
寿
子
　

後
列
右
よ
り

松
浦
隆
起

永
田
耕
朗

森
　
正
彦

岡
村
統
正

議
会
選
出

監
査
委
員

※
適
正
な
行
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
定
期
的

に
監
査
し
ま
す
。

松

浦

隆

起

藤

原

健

祐

徳

弘

初

男

永

田

耕

朗

中

村

卓

司

永

田

耕

朗

坂

本

貞

雄

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

大

山

定

一
氏

佐
川
町
乙
３
０
６
０
番
地



会　　　計　　　名

一般会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

学校給食特別会計

農業集落排水事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

水道事業特別会計

病院事業特別会計

実質収支額

平成20年度平成20年度

１億4, 438万

7,169万

2,646万

１億253万　

0

0

0

944万

88万

△2,575万

2, 270万

3億5,233万

1億4,311万　

0

0

0

0

0

0

0

0

1億4, 311万

65億3,381万

17億214万

２億7,751万

1,551万

5,383万

2,380万　

654万

13億8,482万

1億8,865万　

1億6,786万

14億6,097万

118億1,544万

６８億2,130万

17億7,383万　

3億397万

1億1,804万

5,383万　

2,380万　

654万

13億9,426万

1億8,953万

1億4,211万

14億8,367万

123億1,088万
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歳　　入 歳　　出 翌年度繰越額

決 算
認 定

総
額
３
億
５
２
３
３
万
円
黒
字
決
算

決
算
総
額
は
、
歳
入
（
収

入
）
が
前
年
度
よ
り
約
11
億

２
８
４
０
万
円
少
な
い
１
２

３
億
１
０
８
８
万
円
、
歳
出

（
支
出
）
１
１
８
億
１
５
４

４
万
円
、
前
年
度
よ
り
11
億

４
９
２
１
万
円
の
減
、
歳

入
・
歳
出
と
も
減
と
な
り
ま

し
た
。

町
の
主
な
事
業
を
行
う
一

般
会
計
は
、
歳
入
で
前
年
度

よ
り
８
億
２
６
２
２
万
円
多

い
、
68
億
２
１
３
０
万
円
、

歳
出
で
８
億
２
９
７
５
万
円

多
い
65
億
３
３
８
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計
は
、
単
年

度
で
は
２
２
７
０
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
本
年
度
か
ら
実
施
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
黒

字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。
累
積
欠
損
金

は
９
億
５
６
１
３
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

水
道
会
計
に
お
い
て
は
、

単
年
度
で
２
５
７
５
万
円
の

赤
字
決
算
と
な
り
、
累
積
欠

損
金
は
３
１
３
２
万
円
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
黒
岩

の
セ
メ
ン
ト
石
綿
管
の
取
り

替
え
工
事
費
に
よ
る
既
設
管

の
除
却
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
債
（
借
入
金
）
の
状
況

は
、
一
般
会
計
で
は
４
億
９

４
９
０
万
円
借
入
れ
、
12
億

８
７
０
３
万
円
（
元
金
と
利

息
）
を
償
還
（
返
済
）
し
、

20
年
度
末
の
未
償
還
元
金

は
、
68
億
７
９
２
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計

を
含
む
町
全
体
の
未
償
還
元

金
は
96
億
３
６
９
１
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

基
金
（
町
の
貯
金
）
の
状

況
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
合
計
の
19
年
度
末
の
現
在

高
が
32
億
７
４
２
３
万
円
、

年
度
内
積
立
金
３
億
７
９
５

９
万
円
、
年
度
内
取
り
崩
し

額
２
億
９
０
５
０
万
円
で
、

20
年
度
末
現
在
高
は
33
億
６

３
３
２
万
円
と
な
り
、
19
年

度
よ
り
８
９
０
９
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町民ひとり当たりの
貯金は２３万円　借金は67万円

118億1,545    万円のまちづくり�118億1,545  万円のまちづくり�万円のまちづくり�

※水道・病院事業特別会計は収益的収支を記載

合　　　　計
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歳
出
総
額

歳
出
総
額

どう活か
された

みんなの
お金

一
般
会
計
の
歳
入
68
億
２

１
３
０
万
円
に
対
し
、
歳
出

は
65
億
３
３
８
１
万
円
。

市
町
村
の
財
政
状
況
を
表

わ
す

①
財
政
力
指
数

０
・３
２
％

一
般
的
な
行
政
の
仕
事
を

行
う
の
に
必
要
な
費
用
を
、

ど
れ
だ
け
自
前
で
賄
っ
て
い

る
か
を
示
す
も
の
。
１
以
上

な
ら
、
一
般
的
に
「
財
政
力

豊
か
」
と
さ
れ
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率
９
０
・
５
％

人
件
費
な
ど
の
経
常
経
費

が
、
使
い
道
が
限
定
さ
れ
な

い
一
般
財
源
に
ど
れ
く
ら
い

の
比
率
で
占
め
る
か
に
よ
っ

て
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
も

の
。
75
％
以
下
が
適
正
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

③
公
債
費
比
率

１
７
・
９
％

一
般
財
源
を
ど
れ
だ
け
公

債
費
で
賄
っ
て
い
る
か
を
示

す
も
の
。
い
わ
ゆ
る
自
治
体

の
借
金
の
割
合
で
、
10
％
を

超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
か
ら
判
断
す
る
と
佐

川
町
の
財
政
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
厳
し
い
財
政
運
営

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
20
度
決
算
は
佐
川
中

学
校
建
設
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
大
幅
な
伸

び
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
で

は
学
校
建
設
事
業
に
伴
う
国

庫
補
助
金
、
県
支
出
金
、
町

債
お
よ
び
繰
越
金
が
大
幅
に

伸
び
て
い
る
が
、
学
校
関
連

を
除
く
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状

態
で
あ
る
。
滞
納
額
は
保
育

料
を
除
き
、
増
加
傾
向
に
あ

る
。歳

出
は
、
学
校
関
連
に
伴

う
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
衛
生
費

は
減
、
民
生
費
は
増
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
未
収
金
の
状
況
は

一
般
会
計
、
特
別
会
計
を
含

め
て
、
収
入
未
済
額
は
３
０

５，

９
１
２
千
円
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
よ
り
１，

７

７
６
千
円
増
加
し
て
い
る
。

厳
し
い
行
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
中
、
自
主
財
源
の
確

保
は
言
う
ま
で
も
な
く
負
担

公
平
の
原
則
か
ら
も
、
滞
納

の
防
止
と
回
収
を
図
る
た
め

差
押
え
等
、
法
的
処
置
を
と

る
必
要
が
あ
る
。

平
成
21
年
度
に
設
置
さ
れ

た
滞
納
整
理
課
と
担
当
課
が

連
携
協
力
の
も
と
徴
収
率
の

向
上
に
期
待
を
す
る
。

今
後
は
、
税
収
等
、
収
入

の
大
幅
な
伸
び
が
期
待
で
き

な
い
、
今
ま
で
以
上
に
困
難

な
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
引
き

続
き
、
効
率
か
つ
効
果
的
な

行
政
運
営
と
財
政
健
全
化
に

努
め
、
町
民
福
祉
の
更
な
る

向
上
の
た
め
努
力
さ
れ
た
い
。

監査意見（要旨）

西山　毅　委員

青木　茂　委員

町税　11億6,901万�

地方譲与税等�
2億7,807万�

地方交付税�26億6,639万�

国県支出金�
11億2,866万�

その他　7,495万�

繰入金　3億41万�

繰越金　2億4,103万�

2億4,058万�

分担金・�
及び使用料等�

町債　7億2,220万�

総務費　10億8,219万�

民生費�
13億7,562万�

衛生費　6億3,506万�

農林水産業費　1億5,380万�

教育費　�
12億1,605万�

災害復旧費　�
1億2,685万�

公債費　14億9,900万�

議会費�7,408万�

商工費　1,770万�

土木費　1億2,262万�

消防費�
2億3,084万�

歳入合計�
68億2,130万�

歳出合計�
65億3,381万�

一　般　会　計

118億1,545   万円のまちづくり�118億1,545  万円のまちづくり�118億1,545  



出
産
に
か
か
る
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
出

産
で
き
る
よ
う
、
出
産
一
時

金
が
本
年
10
月
１
日
〜
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
出
産

に
つ
い
て
、
４
万
円
引
き
上

げ
42
万
円
と
な
る
。

（
10
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

小
学
６
年
生
ま
で

医
療
費
が
無
料
化

就
学
前
ま
で
で
あ
っ
た
、

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
が
小

学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ

た
。（10

月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

補正後の額

3億4,032

268

2,647

1億254

973

88

68億6,745

18億2,354

2,877

1億1,677

14億7,131

1億8,954

国民健康保険

老人保健

住宅新築資金等貸付事業

介護保険

後期高齢者医療事業

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
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条
例
改
正

報
告
案
件

会 計 名

一 般 会 計

補正額

特
別
会
計

平成２１年度９月補正予算　 （単位：万円）

健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全

化
法
に
基
づ
き
報
告
さ
れ
た

も
の
で
、
一
般
会
計
の
実
質

公
債
費
比
率
16
・
７
％
、
将

来
負
担
比
率
17
・
７
％
で
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て

い
る
状
況
。

ま
た
、
水
道
事
業
・
病
院

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い

て
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

て
も
、
い
ず
れ
も
該
当
し
な

い
と
の
報
告
を
受
け
た
。

（
承
認
・
全
員
）

出産の一時金

４２万円に

９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
よ
り
11
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
決
算
の
認
定
の
ほ
か
、
21
年
度

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
な
ど
議
案
10

件
、
報
告
２
件
、
同
意
案
１
件
、
議
員
発
議
に

よ
る
意
見
書
等
６
件
を
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
全
員
お
よ
び
賛
成
多
数
で
全
件
可
決
し
ま

し
た
。

元
気
な
佐
川
町
を
目
指
し

活
性
化
促
進
住
宅
を
設
置

町
民
に
知
識
や
技
術
を
伝

え
、
協
働
の
活
動
に
意
欲
が

あ
り
、そ
の
活
動
を
通
じ
て
、

佐
川
町
を
高
知
県
内
・
外
に

発
信
す
る
も
の
を
受
け
入
れ

や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
民
間
事
業
者
よ
り
住
宅

を
借
入
れ
、
入
居
者
に
転
貸

す
る
佐
川
町
地
域
活
性
化
促

進
住
宅
を
設
置
す
る
。

（
11
月
１
日
施
行
）

（
賛
成
・
全
員
）

地域に子どもの笑顔が広がるように



平
成
21
年
度

第
２
回
臨
時
会７

月
14
日
開
会

平
成
21
年
度

第
２
回
臨
時
会７

月
14
日
開
会

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

１
０
０
０
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

１
０
０
０
万
円
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9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

防
災
無
線
戸
別
受
信
機

全
消
防
団
員
に

２
０
９
７
万
円

戸
別
受
信
機
を
未
設
置
の

全
消
防
団
員
に
設
置
す
る
も

の
。
そ
の
ほ
か
、
災
害
時
要

援
護
世
帯
へ
、
住
宅
火
災
報

知
器
の
設
置
を
行
な
う
。

小
・
中
学
校
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
　
　

１
億
２
３
９
万
円

国
の
進
め
る
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）環
境
整

備
事
業
と
し
て
、パ
ソ
コ
ン
、地

上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
、電

子
黒
板
な
ど
を
、小
・
中
学
校

に
設
置
す
る
も
の
。

地
域
活
性
化

促
進
住
宅
の
管
理
に

２
５
０
０
万
円

東
町
に
あ
る
、
Ｊ
Ｒ
四

国
の
社
宅
を
借
り
上
げ
、

地
域
活
性
化
促
進
住
宅

（
賃
貸
住
宅
）
に
供
す
る
た

め
整
備
す
る
も
の
。

地域活性化の発信地になれるか

商
品
券
は

11
月
９
日
に
完
売

地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
、
商
工
会
が
発
行
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
・
第

２
弾
の
プ
レ
ミ
ア
ム
10
％

を
補
助
す
る
。

尾
川
・
黒
岩
地
区
に

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
整
備

７
８
２
９
万
円

地
域
情
報
通
信
基
盤
整

備
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
の
環
境
が
十
分

で
な
か
っ
た
尾
川
・
黒
岩

地
区
の
条
件
整
備
を
す
る

も
の
。

工
業
団
地

造
成
測
量
設
計

２
６
４
５
万
円

サ
ギ
ノ
ス
工
業
団
地

を
造
成
す
る
た
め
、
測

量
設
計
を
行
な
う
も
の
。

好
評
の
う
ち
に
完
売
し
た

第
２
弾

観
光
振
興
事
業

１
６
５
６
万
円

観
光
の
進
行
を
目
的
と
し

て
、
牧
野
公
園
合
併
処
理
浄

化
槽
の
改
修
お
よ
び
長
谷
渓

谷
遊
歩
道
の
改
修
を
行
う
も

の
。

臨
時
会

補
正
予
算

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

改
修
工
事

５
７
９
５
万
円

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
外

壁
の
改
修
、
体
育
館
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
照
明
の
修
繕
、
バ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
改
修
工
事
を

行
な
う
も
の
。

町
道
・
農
道
等
の

改
良
工
事

４
１
４
０
万
円

農
道
お
よ
び
用
排
水
路
改

良
工
事
は
黒
原
、本
郷
地
区
、

町
道
の
改
良
工
事
は
荷
稲
、

紫
園
、
下
郷
、
平
野
、
狩
場
、

中
本
町
等
の
地
区
を
行
な
う

も
の
。

外壁の化粧直しできれいになります
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臨
時
教
員
の
処
遇
改
善
と

正
規
教
員
の
採
用
増
を

求
め
る

（
提
出
者
　
坪
屋
達
雄
）

２
０
０
８
年
11
月
現
在
、

高
知
県
の
公
立
学
校
で
は
、

小
・
中
学
校
５
１
９
名
、
高

校
３
２
７
名
、
特
別
支
援
学

校
87
名
、
計
９
３
３
名
が
臨

時
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
お

り
、
教
員
の
高
い
専
門
性
や

教
育
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
で
、
身
分
の
不
安

定
な
臨
時
教
員
が
全
教
員
の

一
割
を
超
え
て
い
る
。本
来
、

正
規
教
員
で
充
て
る
べ
き
と

こ
ろ
を
臨
時
で
対
応
し
て
い

る
本
県
の
実
態
は
、
早
急
に

改
善
す
べ
き
だ
。
臨
時
教
員

の
処
遇
を
改
善
し
正
規
採
用

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
、
教

育
力
の
継
承
と
発
展
に
と
っ

て
重
要
だ
。
時
間
講
師
、
長

期
休
業
中
等
の
給
与
保
障
、

臨
時
教
員
の
処
遇
改
善
と
正

規
教
員
の
採
用
増
を
強
く
求

め
る
。

（
要
旨
）

（
賛
成
・
多
数
）

非
核
日
本
宣
言

を
求
め
る

（
提
出
者
　
岩
本
　
正
）

来
年
５
月
、
国
連
本
部
で

２
０
１
０
年
核
不
拡
散
条
約

再
検
討
会
議
が
開
か
れ
る
。

２
０
０
０
年
５
月
、
核
保
有

５
カ
国
政
府
は
「
自
国
の
核

兵
器
の
完
全
廃
絶
」
を
「
明

確
な
約
束
」
と
し
て
受
け
入

れ
、
世
界
は
核
兵
器
廃
絶
の

希
望
を
持
っ
て
新
た
な
世
紀

を
迎
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ

以
後
、「
約
束
」
実
行
の
道

筋
は
つ
い
て
い
な
い
。
い
ま

な
お
世
界
に
は
、
膨
大
な
核

兵
器
が
維
持
、
配
備
さ
れ
て

い
る
。
北
朝
鮮
の
核
実
験
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
拡
散
の
危

険
も
現
実
の
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
日
本
政
府
が
「
核
兵

器
廃
絶
の
提
唱
・
促
進
」を
、

内
外
で
宣
言
し
、
非
核
日
本

宣
言
と
し
各
国
政
府
に
通
知

し
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

た
め
の
共
同
の
努
力
を
呼
び

か
け
る
よ
う
求
め
る
。（要

旨
）

（
賛
成
・
多
数
）

現
行
保
育
制
度
の

堅
持
・
拡
充
を
求
め
る

（
提
出
者
　
坪
屋
達
雄
）

社
会
保
障
審
議
会
少
子
化

対
策
特
別
部
会
は
２
月
24

日
、
現
行
保
育
制
度
に
代
わ

る「
新
た
な
保
育
の
仕
組
み
」

を
盛
り
込
ん
だ
第
一
次
報
告

「
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め

の
新
た
な
制
度
体
系
の
設
計

に
向
け
て
」
を
決
定
し
た
。

こ
の
保
育
の
仕
組
み
は
市

町
村
の
保
育
実
施
義
務
の
規

定
を
な
く
し
、
介
護
保
険
制

度
と
同
じ
よ
う
な
「
認
定
」

の
仕
組
み
を
導
入
、
現
行
の

公
的
保
育
制
度
の
縮
小
が
懸

念
さ
れ
る
。

少
子
化
の
進
む
地
方
に
お

い
て
は
、
限
ら
れ
た
運
営
費

で
、
職
員
体
制
、
施
設
整
備

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
国
と
地
方
自
治
体
に

よ
る
保
育
の
拡
充
は
一
刻
の

猶
予
も
許
さ
れ
な
い
。
現
行

制
度
を
生
か
し
保
育
予
算
を

増
額
し
、
保
育
所
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
る
。（要

旨
）

（
賛
成
・
全
員
）

核
兵
器
廃
絶
の
国

際
条
約
締
結
へ
、

政
府
の
具
体
的
な

努
力
を
求
め
る

（
提
出
者
　
坂
本
貞
雄
）

核
不
拡
散
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
の
準
備
委
員
会

は
、
来
年
５
月
の
再
検
討
会

議
の
議
題
に
「
核
兵
器
の
全

面
廃
絶
に
対
す
る
核
兵
器
の

保
有
国
の
明
確
な
約
束
」
を

謳う
た

っ
た
２
０
０
０
年
の
再
検

討
会
議
の
合
意
文
書
を
踏
ま

え
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
運
用
見
直
し

を
含
め
る
こ
と
を
全
会
一
致

で
合
意
。
オ
バ
マ
大
統
領
は

「
米
国
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
約
束
を

果
た
す
」
と
表
明
。
日
本
が

被
爆
し
た
世
界
で
た
だ
ひ
と

つ
の
国
と
し
て
、
来
年
の
Ｎ

Ｐ
Ｔ
の
会
議
で
核
兵
器
廃
絶

の
約
束
が
履
行
さ
れ
る
よ

う
、
主
導
的
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
核
保
有
国
を

は
じ
め
国
際
社
会
に
対
し
て

核
兵
器
廃
絶
国
際
条
約
の
締

結
を
目
指
し
、
国
際
交
渉
を

開
始
す
る
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

（
要
旨
）

（
賛
成
・
全
員
）

元気で大きく育て



「介護支援ボランティア制度」
の導入を

「介護支援ボランティア制度」
の導入を

ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
へ
参
加
を

ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
へ
参
加
を

命
の
カ
プ
セ
ル
、
導
入
図
れ

命
の
カ
プ
セ
ル
、
導
入
図
れ

11
議会だより�議会だより�
平成21年12月1日 第40号

松
浦
　
隆
起
　
議
員

高
齢
・
障
害
者
対
策

健
康
福
祉
課
長

有
効
活
用
で
き
る
形
で
導
入
し
た
い

介護サービス

健康福祉課長 検討を重ねる必要がある

高
齢
者
、
障
害
者
の
方
の

急
病
時
に
、
迅
速
で
的
確
な

救
命
措
置
を
施
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
命
の
カ
プ
セ
ル
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

既
往
症
や
服
用
中
の
薬
、
緊

急
連
絡
先
な
ど
の
緊
急
医
療

情
報
を
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
て

冷
蔵
庫
の
中
に
常
備
し
て
お

き
、
救
急
隊
が
駈
け
つ
け
た

時
に
備
え
る
た
め
の
も
の

だ
。
高
齢
者
の
方
々
の
安
心

安
全
の
た
め
に
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
だ
。

渡
邊
健
康
福
祉
課
長
　
「
命

の
カ
プ
セ
ル
」
の
導
入
は
、

一
人
暮
ら
し
の
方
、
高
齢
者
、

障
害
者
の
方
な
ど
、
幅
広
く

救
急
時
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
救
急
隊
や
家
族
、

近
隣
の
方
な
ど
支
援
す
る
人

に
と
っ
て
も
安
心
安
全
を
確

保
で
き
る
取
り
組
み
と
考
え

る
。
消
防
署
や
社
会
福
祉
協

議
会
等
関
係
機
関
と
も
協
議

し
、
導
入
に
向
け
て
検
討
し

た
い
。

榎
並
谷
町
長

命
を
守
る
と

い
う
こ
と
は
行
政
と
し
て
、

大
変
大
事
な
こ
と
だ
。
関
係

機
関
と
十
分
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
有
効
活
用
で
き
る
形

を
検
討
し
な
が
ら
導
入
し
た

い
。

65
歳
以
上
の
元
気
な
高

齢
者
が
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
で
ポ
イ

ン
ト
を
た
め
て
、
自
ら
の
介

護
保
険
料
の
支
払
い
に
充
て

る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
が
、
全
国
に
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
こ
の
制
度
は
、
保

険
料
の
軽
減
や
高
齢
者
の
社

会
参
加
、
地
域
貢
献
に
つ
な

が
り
、
健
康
増
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
。
ぜ
ひ
、
導
入

す
べ
き
だ
。

渡
邊
健
康
福
祉
課
長

現
在
、

既
に
多
様
な
面
で
高
齢
者
の

方
が
、
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
と
の
関
係
な
ど
、
関
係

機
関
と
今
後
に
向
け
た
検
討

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
校
教
育

教
育
長

全
校
で
参
加
は
難
し
い

学
校
現
場
に
お
い
て
、
持

続
発
展
教
育
の
推
進
を
図
る

た
め
の
有
効
な
方
法
と
し

て
、
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル

へ
の
参
加
と
活
用
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
町
と
し
て
も
、
ユ

ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
へ
の
参

加
を
教
育
現
場
に
普
及
促
進

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
う
べ
き
だ
。

藤
田
教
育
長

非
常
に
大
事

な
こ
と
だ
、
と
の
認
識
は
あ

る
。
た
だ
、
即
学
校
に
広
げ

て
い
き
、
全
校
で
取
り
上
げ

て
参
加
し
て
い
く
と
い
う
所

ま
で
は
い
き
に
く
い
現
状
が

あ
る
。

世界に羽ばたけ、子どもたち

心かよう介護をめざして



町長の更なる働きかけを町長の更なる働きかけを

研修の場としての取り組みを研修の場としての取り組みを

２
期
目
の
重
点
施
策
、
示
せ

２
期
目
の
重
点
施
策
、
示
せ
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片
岡
　
　
晶
　
議
員

町
長
公
約町

長

当
初
掲
げ
た
５
つ
の
柱
守
る

模擬議会

町長 ぜひ、実施したい

町
長
選
挙
に
つ
い
て
は
榎

並
谷
町
長
以
外
に
立
候
補
の

動
き
が
な
く
、
無
投
票
再
選

と
い
う
こ
と
が
濃
厚
と
な
っ

て
い
る
。
２
期
目
に
つ
い
て

の
公
約
、
重
点
施
策
を
示
せ
。

榎
並
谷
町
長

４
年
前
、
選

挙
す
る
に
当
た
っ
て
、
５
つ

の
柱
を
掲
げ
た
。
１
点
目
は

人
づ
く
り
。
２
点
目
は
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
住
め
る
町

づ
く
り
。
３
点
目
は
産
業
振

興
。
４
点
目
は
町
行
財
政
の

健
全
化
。
５
点
目
は
自
然
と

共
生
す
る
ゆ
と
り
あ
る
町
づ

く
り
。

次
の
４
年
間
を
託
し
て
い

た
だ
け
る
な
ら
、
基
本
的
に

は
当
初
掲
げ
た
５
つ
の
柱
を

今
後
も
き
ち
っ
と
守
っ
て
い

き
た
い
。

模
擬
議
会
の
開
催
に
つ
い

て
、
中
学
生
等
の
模
擬
議
会

の
開
催
が
実
現
し
て
い
な

い
。
新
た
な
方
向
性
と
し
て

職
員
研
修
、
あ
る
い
は
議
員

研
修
の
場
と
し
て
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

味
元
総
務
課
長

中
学
生
の

模
擬
議
会
に
つ
い
て
は
、
学

校
現
場
か
ら
の
回
答
待
ち
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

榎
並
谷
町
長

模
擬
議
会
と

い
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
形
で

研
修
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
の
方
々
と
も
相
談
し
な

が
ら
、
ぜ
ひ
、
実
施
し
た
い
。

長
年
、
黒
岩
地
区
の
柳
瀬

川
の
改
修
問
題
に
つ
い
て

は
、
地
元
住
民
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
等
も
努
力
を
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
現

在
は
、
水
害
対
策
に
つ
い
て

の
組
織
を
作
り
、
町
長
を
先

頭
に
県
の
土
木
部
、
国
交
省

四
国
整
備
局
に
陳
情
を
し
て

い
る
。
更
な
る
町
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
の
働
き
か
け

が
大
事
だ
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

黒
岩

地
区
の
柳
瀬
川
改
修
問
題
は

本
町
の
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
行
政
と

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域

の
調
整
と
国
、
県
へ
の
要
望
、

地
域
農
業
の
振
興
と
い
う
も

の
に
取
り
組
ん
で
い
く
時
と

考
え
て
い
る
。

榎
並
谷
町
長

越
知
町
と
の

連
携
も
含
め
地
域
が
一
体
と

な
る
こ
と
が
第
一
だ
。
今
後

も
行
政
と
し
て
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
　
土
地
開
発
公
社
の
解
散

に
つ
い
て

○
　
町
広
報
の
あ
り
方
に
つ

い
て

柳瀬川改修問題

町長 粘り強く取り組む

早急な対応が求められる柳瀬川改修問題

真剣に臨む若き後継者



住民の声どう捉える住民の声どう捉える

本
町
の
総
括
は

本
町
の
総
括
は
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岩
本
　
　
正
　
議
員

全
国
学
力
テ
ス
ト教

育
長

９
月
末
に
ま
と
め
る

町政運営

町長 いろんな声吸い上げ、生かす

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

が
公
表
さ
れ
た
が
、
教
育
委

員
会
、
学
校
へ
は
ど
う
い
っ

た
ル
ー
ト
で
届
く
の
か
。

テ
ス
ト
経
費
58
億
円
を
か

け
て
の
実
施
だ
が
、
卒
業
ま

で
に
６
ヵ
月
し
か
な
く
、
分

析
結
果
に
見
合
う
十
分
な
指

導
は
無
理
で
は
な
い
か
。
実

施
学
年
を
ず
ら
し
て
は
ど
う

か
。
本
町
の
結
果
の
傾
向
と
、

今
後
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

藤
田
教
育
長

教
委
へ
は
学

校
単
位
で
、
学
校
へ
は
個
人

の
結
果
が
直
送
さ
れ
る
。

成
績
の
開
示
は
、
県
ま
で

は
文
科
省
が
公
表
す
る
が
、

市
町
村
名
や
学
校
が
分
か
る

公
表
は
し
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
る
。

学
校
・
教
委
と
し
て
ま
だ

き
ち
ん
と
し
た
総
括
が
で
き

て
い
な
い
が
、
前
回
ま
で
の

総
括
か
ら
見
て
、
家
庭
環
境

や
生
活
と
成
績
の
因
果
関
係

で
、
例
え
ば
読
書
好
き
、
テ

レ
ビ
を
見
る
時
間
の
少
な
い

子
、
食
事
を
き
ち
ん
と
と
れ

る
子
は
成
績
が
よ
い
と
い
え

る
。
各
校
で
は
、
当
然
、

個
々
の
成
績
を
分
析
し
、
指

導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

９
月
末
を
目
途
に
学
校
・

教
委
が
各
々
総
括
を
し
て
つ

き
合
わ
せ
、
本
町
の
ま
と
め

を
す
る
予
定
だ
。

ま
っ
た
く
の
私
見
だ
が
、

今
の
形
で
は
効
果
的
な
運
用

は
な
さ
れ
に
く
い
と
思
う
。

町
民
の
方
か
ら
、
こ
の
４

年
間
、
町
長
は
何
を
残
す
こ

と
が
で
き
た
か
と
の
声
を
受

け
た
。
自
負
で
き
る
４
年
間

の
成
果
は
何
か
。
ま
た
、
今

後
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
課
題
は
何
か
。

町
政
へ
の
住
民
の
希
望
を

町
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
声
が

届
い
て
い
る
の
か
。

榎
並
谷
町
長

成
果
と
い
う

よ
り
一
歩
前
進
で
き
た
と
思

う
の
は
古
い
町
な
み
を
生
か

し
た
地
域
活
性
化
だ
。
今
後
、

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

に
基
づ
き
、
さ
ら
に
進
め
て

い
き
、
今
後
に
生
か
す
チ
ャ

ン
ス
と
し
た
い
。

一
方
、
地
場
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
少
子
化
対
策
、「
水

の
科
学
と
技
術
に
関
す
る
研

究
所
」
・
「
大
阪
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
と
の
連
携
」

に
お
け
る
研
究
と
協
力
態
勢

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も

更
な
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。

住
民
の
声
は
本
当
に
大
事

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
、
直
接
上
が
っ

て
く
る
の
は
個
人
の
利
害
に

関
す
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
、

そ
の
措
置
に
苦
慮
し
て
い
る

の
が
実
態
だ
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
こ
そ
が
基
本
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人
た

ち
の
声
を
吸
い
上
げ
、
行
政

に
生
か
し
、
進
め
る
姿
勢
は

も
っ
て
い
き
た
い
。

新しい学び舎で、真剣なまなざし

移築完成間近の旧青山文庫



見
込
み
は
ど
う
か

見
込
み
は
ど
う
か

次期町政の目標・課題は次期町政の目標・課題は

未整備地区への対応を未整備地区への対応を

弱者使用のトイレの完備を弱者使用のトイレの完備を
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今
橋
　
寿
子
　
議
員

町行政の展望

町長 交流人口を増やす

ソ
ニ
ア
存
続
問
題

町
長

地
域
で
守
っ
て
行
き
た
い

榎
並
谷
町
長
は
、
歴
史
的

に
も
素
晴
ら
し
い
人
材
が
育

ま
れ
た
佐
川
町
の
再
生
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
４
年
間
の

総
括
と
次
期
町
政
で
の
目

標
・
課
題
は
。

榎
並
谷
町
長

自
己
評
価
と

し
て
は
60
点
。
こ
れ
か
ら
は

国
の
施
策
を
活
用
し
て
、
地

域
の
活
性
化
、
特
に
観
光
振

興
に
つ
い
て
は
歴
史
的
な
文

化
遺
産
等
を
活
用
し
て
交
流

人
口
を
増
や
し
て
い
く
。

防災対策

総務課長 携帯用トイレを備蓄する

住
民
の
方
よ
り
防
災
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
非
難
時

に
弱
者
が
使
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
完
備
を
、
と
の
声
が
あ

る
。
現
状
は
ど
う
か
。

味
元
総
務
課
長

弱
者
使
用

の
ト
イ
レ
は
、
当
面
携
帯
用

ト
イ
レ
を
備
蓄
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
利
活
用
で
き
る

体
制
を
整
え
た
い
。

水道事業

産業建設課長 色々な方策を検討

水
に
困
っ
て
い
る
住
民
の

方
か
ら
、
悲
鳴
の
声
が
届
い

て
い
る
。
公
平
性
の
面
か
ら

も
、
で
き
る
だ
け
の
対
策
を

と
る
べ
き
だ
。
水
道
の
未
整

備
地
区
へ
の
対
応
は
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

飲
料

水
供
給
施
設
な
ど
が
、
で
き

る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
色
々

な
方
策
を
検
討
し
、
要
望
の

あ
っ
た
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
協
議
し
た
上
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
、
大
事
な
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
る
。

ソ
ニ
ア
の
事
業
に
つ
い

て
、
現
実
に
は
破
産
状
態
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
支
援

が
必
要
か
。
見
込
み
は
ど
う

か
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

決
算

書
と
21
年
、
22
年
度
の
計
画

書
を
見
る
か
ぎ
り
、
資
金
不

足
が
発
生
す
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
く
、
経
営
も
安
定
的

に
い
く
は
ず
で
あ
る
。

榎
並
谷
町
長

佐
川
町
だ
け

で
運
営
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
仁
淀
川
町
、
越
知
町
と

の
関
連
が
あ
る
の
で
、
地
域

全
体
で
守
っ
て
い
き
た
い
。

様々な問題が提起された避難所のトイレ

稼働はしているが…



無料・定額診療の導入図れ無料・定額診療の導入図れ

新認定規準の取り組みは新認定規準の取り組みは

佐川茶の将来展望示せ佐川茶の将来展望示せ
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坂
本
　
貞
雄
　
議
員

介護保険

健康福祉課長 調査方法変わらない

農業振興

産業建設課長 緑茶として消費拡大に努める

佐
川
の
お
茶
は
今
春
の
価

格
暴
落
で
危
機
的
状
況
に
あ

る
。
土
佐
茶
、
仁
淀
川
流
域

茶
は
高
品
質
で
知
ら
れ
、
特

に
佐
川
茶
は
品
評
会
で
最
優

秀
に
入
る
ほ
ど
の
高
品
質

だ
。
こ
の
佐
川
茶
を
守
る
た

め
の
取
り
組
み
と
将
来
展
望

を
示
せ
。

渡
辺
産
業
建
設
課
長

佐
川

町
の
お
茶
の
多
く
は
、
静
岡

茶
な
ど
の
ブ
レ
ン
ド
用
と
し

て
出
荷
さ
れ
て
い
た
が
、
平

成
18
年
に
産
地
表
示
が
法
制

化
さ
れ
、
粗
茶
で
の
静
岡
茶

等
へ
の
販
売
値
が
か
な
り
暴

落
し
た
。
今
後
は
、
粗
茶
か

ら
仕
上
げ
茶
、
緑
茶
へ
移
行

し
仁
淀
川
流
域
茶
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
主
体
と
し
た
茶
の
振

興
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

佐
川
町
産
の
お
茶
を
飲
み
、

買
え
る
場
所
の
検
討
、
テ
ィ

ー
パ
ッ
ク
に
し
て
ホ
テ
ル
等

へ
の
売
込
み
な
ど
消
費
拡
大

に
努
め
る
。

要
介
護
認
定
の
新
基
準
に

よ
り
、
全
国
的
に
介
護
認
定

さ
れ
な
い
非
該
当
者
が
多
く

出
た
た
め
、
10
月
１
日
よ
り

新
基
準
が
大
幅
に
見
直
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
町
の

取
り
組
み
と
現
状
は
ど
う

か
。

渡
邊
健
康
福
祉
課
長

新
認

定
基
準
に
よ
り
判
定
基
準
は

変
わ
る
が
調
査
方
法
は
変
わ

ら
な
い
。
認
定
調
査
員
の
詳

細
な
調
査
と
認
定
担
当
者
に

よ
る
調
査
票
の
作
成
の
方
法

は
変
わ
ら
ず
、
前
年
と
大
き
い

差
は
で
な
い
。
非
該
当
者
は

20
年
度
は
１．

４
０
％
、
21

年
度
は
１．

４
７
％
で
あ
る
。

社
会
福
祉
法
で
は
、
生
計

困
難
者
が
経
済
的
な
理
由
で

必
要
な
医
療
を
受
け
る
機
会

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
と
の
観
点
か
ら
、
無

料
・
定
額
診
療
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。
高
北
病
院
へ

の
導
入
を
図
る
べ
き
だ
。

榎
並
谷
町
長

本
町
へ
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
仕
組
み
等

非
常
に
難
が
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
高
北
病
院
へ
の
導

入
は
医
師
不
足
や
経
営
の
厳

し
い
状
況
か
ら
直
ち
に
導
入

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
　
非
課
税
世
帯
・
75
歳
以

上
の
高
齢
者
の
医
療
費
を

無
料
化
に
で
き
な
い
か

○
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
の
一
部
助
成
を

で
き
な
い
か

○
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
対
応
は

医療制度

町長 導入は難しい

売り出せ　佐川茶

地域医療へ努力を続ける高北病院



民主的運営体制整わぬ限り
公金投入すべきでない

民主的運営体制整わぬ限り
公金投入すべきでない

滞
納
へ
の
対
応
に
大
き
な
差

滞
納
へ
の
対
応
に
大
き
な
差

6000万円、借入れの目的は6000万円、借入れの目的は
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松
本
　
正
人
　
議
員

ソニア存続問題

町長 運転資金

ソ
ニ
ア
存
続
問
題

町
長

批
判
の
声
、
当
然

ソ
ニ
ア
は
平
成
５
年
12
月

に
設
立
さ
れ
、
果
実
（
利
子
）

運
営
を
運
営
の
基
礎
と
し
て

い
た
。
当
初
、
間
伐
等
の
林

産
部
門
の
み
を
営
ん
で
お

り
、
年
間
損
益
は
だ
い
た
い

２
千
万
円
台
の
赤
字
で
あ
っ

た
が
、
製
材
業
が
本
格
的
に

始
ま
っ
た
平
成
16
年
度
が
約

５
千
万
円
、
そ
の
翌
年
度
が

約
１
億
円
と
急
速
に
損
失
額

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
経
緯
の
な

か
、
平
成
20
年
４
月
17
日

の
取
締
役
会
で
Ｊ
Ａ
コ
ス
モ

ス
か
ら
の
６
千
万
円
の
借
入

れ
を
決
め
て
い
る
。
担
保
は

仁
淀
川
森
林
組
合
へ
の
貸
付

金
と
し
て
い
る
が
、
い
く
ら

貸
し
付
け
て
い
る
か
。
ま
た
、

借
入
れ
の
目
的
は
な
に
か
。

借
入
れ
の
連
帯
保
証
人
に
３

首
長
と
誰
が
な
っ
て
い
る

か
。

榎
並
谷
町
長

ソ
ニ
ア
か
ら

仁
淀
川
森
林
組
合
へ
の
賃
し

付
け
は
全
部
で
１
億
円
程
だ
。

内
６
千
万
円
を
借
り
入
れ
の

担
保
と
し
て
い
る
。
目
的
は

運
転
資
金
。
連
帯
保
証
人
は

３
首
長
と
専
務
取
締
役
（
当

時
）
の
４
人
。

ソ
ニ
ア
が
本
町
に
対
し
て

支
払
う
べ
き
固
定
資
産
税
が

３
年
分
で
約
１
８
０
０
万
円

滞
納
し
て
い
る
が
、
８
月
の

３
町
合
同
議
員
協
議
会
で
広

域
の
税
金
（
高
吾
北
広
域
ふ

る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
）
で

こ
の
固
定
資
産
税
を
補
填
し

た
い
と
説
明
し
た
。
本
町
で

は
給
食
費
等
の
滞
納
に
対
し

て
厳
し
く
取
り
立
て
て
い
る

が
対
応
に
大
き
な
差
が
あ
る

と
思
わ
な
い
か
。

榎
並
谷
町
長

ソ
ニ
ア
の
本

町
に
対
す
る
固
定
資
産
税
滞

納
の
補
填
を
税
金
で
行
う
こ

と
に
つ
い
て
は
批
判
の
声
も

当
然
と
思
う
が
、
ソ
ニ
ア
の

仕
組
み
が
そ
う
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
や
む
を

得
な
い
と
考
え
る
。

ソニア存続問題

町長 存続に努力したい

ソ
ニ
ア
に
は
34
人
の
職
員

が
い
る
。
こ
の
雇
用
を
守
る

と
い
う
点
で
も
基
本
的
に
は

存
続
す
べ
き
と
思
う
が
、
総

務
省
の
「
指
針
」
に
あ
る
よ

う
に
民
主
的
な
運
営
体
制
、

情
報
開
示
、
議
会
で
の
チ
ェ

ッ
ク
体
制
が
整
わ
な
い
限

り
、
公
金
投
入
を
認
め
る
べ

き
で
は
な
い
。

榎
並
谷
町
長

今
後
は
地
域

の
森
林
を
守
り
、
製
材
を
守

る
点
で
町
民
に
理
解
を
得
な

が
ら
な
ん
と
か
再
生
し
て
存

続
に
努
力
し
た
い
。
我
々
取

締
役
に
も
経
営
の
責
任
は
ま

っ
た
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。

こ
れ
ま
で
も
努
力
は
重
ね
て

き
た
が
、
利
益
を
生
む
よ
う

な
状
況
で
な
か
っ
た
こ
と
は

反
省
す
べ
き
点
だ
。
34
人
の

雇
用
も
あ
り
、
そ
の
責
任
も

我
々
に
課
さ
れ
て
い
る
。
15

億
円
も
費
や
し
た
わ
け
だ
か

ら
高
い
授
業
料
で
あ
っ
た
が

「
指
針
」
に
あ
る
よ
う
な
内
容

で
運
営
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

ソニア、今後の行方は



高
齢
者
、
交
流
の
場
に

高
齢
者
、
交
流
の
場
に

農地利用できないか農地利用できないか

製
材
部
門
切
り
離
し
、
再
起
図
れ

製
材
部
門
切
り
離
し
、
再
起
図
れ
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嶋
�

正
彦
　
議
員

ソ
ニ
ア
存
続
問
題

町
長

現
段
階
で
は
検
討
し
に
く
い

鷹ノ巣養豚団地

町長　有効に使える道、検討

ソ
ニ
ア
は
山
を
守
り
、
若

者
定
住
の
就
労
の
場
を
、
と

の
美
名
の
も
と
に
始
ま
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。
平
成
15
年

ま
で
は
、
山
の
仕
事
、
い
わ

ゆ
る
間
伐
だ
け
を
行
い
、
赤

字
も
２
０
０
０
万
円
か
ら
３

０
０
０
万
円
で
抑
え
ら
れ
て

い
た
、
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
製
材
業

も
始
め
、
そ
れ
を
機
に
こ
の

部
門
で
大
き
な
赤
字
が
出
始

め
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の

際
、
山
を
守
る
作
業
と
赤
字

の
多
い
製
材
部
門
を
切
り
離

し
て
、
再
起
を
図
る
べ
き
だ
。

榎
並
谷
町
長

当
初
は
山
の

仕
事
を
守
る
た
め
に
、
製
材

業
を
始
め
た
と
認
識
し
て
い

る
。こ

の
ソ
ニ
ア
そ
の
も
の
は
、

赤
字
部
門
、
黒
字
部
門
を
切

り
離
し
て
の
経
営
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
林
産
部

か
ら
の
供
給
と
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
今
の
ソ
ニ
ア

の
、
運
営
の
基
礎
だ
と
考
え

て
い
る
。

別
の
会
社
に
仕
立
て
る
こ

と
は
、
現
段
階
で
は
検
討
し

に
く
い
。

養
豚
団
地
跡
地
利
用
に
は

二
通
り
の
意
見
が
地
元
に
は

あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
公

的
資
金
を
入
れ
ず
、
自
然
の

山
へ
帰
す
。
も
う
一
方
は
、

農
地
で
利
用
す
れ
ば
、
公
害

の
起
き
る
心
配
も
な
い
と
の

意
見
だ
。
漢
方
薬
の
材
料
と

な
る
作
目
の
栽
培
に
利
用
で

き
な
い
か
。

榎
並
谷
町
長

跡
地
利
用
に

は
頭
を
痛
め
て
い
る
。
多
額

の
資
金
を
投
入
し
て
い
る
の

で
、
地
元
と
協
議
し
有
効
に

使
え
る
道
が
あ
れ
ば
、
十
分

検
討
し
前
向
き
に
考
え
た
い
。

斗
賀
野
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
ョ
ッ
プ

健
康
福
祉
課
長

利
活
用
に
向
け
、
十
分
検
討
す
る

斗
賀
野
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
ョ

ッ
プ
・
た
こ
の
店
は
、
10
数

年
前
、
高
齢
者
が
農
作
物
の

販
売
と
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
建
設
さ
れ
た
。
現
在
、
閉

店
し
６
〜
７
年
経
過
し
て
い

る
。
地
元
住
民
よ
り
、
非
常

に
も
っ
た
い
な
い
の
で
、

色
々
の
物
を
販
売
し
、
高
齢

者
の
交
流
の
場
に
、
と
の
要

望
が
あ
る
。
町
と
し
て
の
考

え
は
。

渡
邊
健
康
福
祉
課
長

平
成

５
年
度
に
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
事
業
で
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
施
設
の

老
朽
化
も
進
ん
で
お
り
、
今

後
の
利
活
用
に
向
け
、
十
分

検
討
す
る
。

いまだ、利用の道、決まっていない

新たな活用が求められる
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
シ
ス
テ
ム
化
実
験
事
業

【
仁
淀
川
町
】
佐
川
町
川
内
ヶ
谷

委
員
長

氏
原
　
義
幸

常

任

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

少
子
化
顕
著

町
内
に
は
、
公
立
２
、
私

立
５
、
合
計
７
ヵ
所
の
保
育

所
が
あ
り
、
そ
の
定
員
の
合

計
は
４
４
０
人
で
あ
る
。
入

所
人
数
は
４
０
１
人
、
広
域

入
所
13
人
を
合
わ
せ
４
１
４

人
が
入
所
。
10
年
前
の
定
員

を
見
て
み
る
と
６
４
０
人
で

あ
り
、
少
子
化
が
一
段
と
進

ん
で
い
る
。

こ
の
現
象
が
続
く
と
、
保

育
所
の
統
廃
合
な
ど
も
将
来

的
に
は
検
討
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
午
前
中
に
黒

岩
保
育
所
、
永
野
保
育
所
に

お
い
て
、
両
所
長
と
保
育
所

の
取
り
組
み
、
保
育
参
観
、

意
見
交
換
等
を
実
施
し
た
。

地
域
と
の
交
流

活
発
に

黒
岩
で
は
地
域
と
の
交
流

が
よ
く
で
き
て
い
る
こ
と

と
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
、

ま
た
、
園
庭
な
ど
を
活
用
し

て
の
野
菜
づ
く
り
が
盛
ん

で
、
園
児
が
作
っ
た
野
菜
を

調
理
し
食
べ
る
こ
と
に
よ
り

子
供
た
ち
の
好
き
嫌
い
の
解

消
に
つ
な
げ
、
食
に
対
す
る

関
心
を
も
た
し
て
い
る
。

保
育
活
動
で
や
る
気
を

永
野
保
育
所
は
、
和
太
鼓

の
演
奏
を
保
育
に
取
り
入

れ
、
元
気
で
挨
拶
の
で
き
る

子
供
達
を
そ
だ
て
る
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

敬
老
参
観
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
地
域
と
の
連
携

も
は
か
っ
て
い
る
。

今
後
の
環
境

両
保
育
所
と
も
、
子
供
の

数
の
確
保
が
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
町
内
全
保
育

所
の
総
意
で
多
子
世
帯
の
保

育
料
の
軽
減
措
置
と
、
黒
岩

で
は
、
建
物
の
耐
震
診
断
補

強
工
事
の
要
望
を
う
け
た
。

健
全
運
営
に

滞
納
整
理

午
後
、
担
当
課
長
と
、
意

見
交
換
し
保
育
料
の
滞
納
整

理
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
19
年
度
以
前
の
滞
納
者

へ
の
督
促
状
を
送
付
、
納
付

相
談
や
納
付
に
応
じ
な
い
場

合
の
財
産
調
査
、
差
押
え
を

実
施
、
繰
越
滞
納
額
８
２
１

万
円
、
20
年
度
収
納
済
額
４

１
９
万
円
不
納
欠
損
額
１
２

４
万
円
、
収
入
未
済
額
２
７

８
万
円
に
な
っ
て
い
る
、
前

年
度
よ
り
２
倍
強
の
収
納
額

に
な
っ
て
お
り
、
努
力
の
あ

と
が
う
か
が
え
る
。

部
活
動
は
　
　
　

生
涯
学
習
に
つ
な
が
る

佐
川
中
学
校
の
部
活
動
の

現
状
に
つ
い
て
学
校
長
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

現
在
、
部
活
数
11
、
入
部

者
数
２
３
７
名
で
84
î
の
生

徒
が
活
動
。
部
費
は
、
部
活

に
よ
っ
て
差
異
は
あ
る
が
月

１
０
０
０
〜
２
０
０
０
円
と

の
こ
と
。
各
部
の
練
習
を
見

て
ま
わ
っ
た
が
、
練
習
機
材

の
備
品
の
要
望
を
う
け
た
。

野
球
部
は
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ

ー
ン
、
吹
奏
楽
部
は
楽
器
の

買
い
替
え
修
理
な
ど
高
額
の

費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
執
行
機
関
に
お
い
て
は

検
討
す
る
よ
う
に
要
望
す

る
。指導

者
の確

保
の
課
題

部
活
動
は
、
生
徒
の
個
性

を
伸
ば
し
自
主
性
を
育
成
す

る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
活
動
で
あ
り
生
涯
学
習

の
視
点
か
ら
も
重
要
だ
。

近
年
、
生
徒
数
の
減
少
に

よ
り
部
数
の
整
理
を
要
す
る

も
の
や
、
指
導
者
の
確
保
も

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

エ
コ
対
策
で
森
林

資
源
の
活
用

こ
の
、
事
業
は
、
仁
淀
川

流
域
（
土
佐
市
、
い
の
町
、

日
高
村
、
佐
川
町
、
越
知
町
、

仁
淀
川
町
）
を
包
括
し
、
仁

淀
川
町
が
事
業
主
体
と
な
り

平
成
17
年
度
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
事
業

採
択
を
受
け
、
事
業
実
施
５

年
目
と
な
っ
て
い
る
。

原
料
を
粉
砕
、チ
ッ
プ
化

し
ガ
ス
化
発
電
と
ペ
レ
ッ
ト
製

造
燃
焼
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
め
ざ
し
て
い
る
。

原
料
は
、
買
取
価
格
は
１

u

３
０
０
０
円
で
買
い
取

り
、
仁
淀
川
町
内
は
地
域
通

貨
券
を
上
乗
せ
し
、
そ
れ
以

外
は
１
０
０
０
円
を
上
乗
せ

し
て
購
入
。
ペ
レ
ッ
ト
関
係

は
安
定
し
て
お
り
、
年
間
５

２
６
u
の
燃
焼
実
験
を
行
い

重
油
２
６
２
Ï
の
削
減
効
果

が
あ
が
っ
て
い
る
。

今
後
の
運
営
管
理
が課

題

発
電
施
設
は
、
製
材
工
場

や
、
乾
燥
機
等
で
消
費
し
て

い
る
が
余
剰
電
力
は
売
電
で

き
な
い
と
の
こ
と
だ
。
こ
の

事
業
は
22
年
３
月
末
で
終
了

す
る
。
そ
れ
以
後
の
運
営
を

ど
う
す
る
か
結
論
を
出
す
必

要
が
あ
る
。
川
崎
重
工
と
行

政
の
関
与
無
し
で
は
継
続
は

難
し
い
だ
ろ
う
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

保
育
の
運
営
と
中
学
校
の
部
活
動
状
況

黒
岩
・
永
野
保
育
所
・
佐
川
中
学
校

委
員
長

坪
屋
　
達
雄

環境対策に一役
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わ
が
ま
ち
「
人
」

で
は
、
こ
の
佐
川
の

ま
ち
で
元
気
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
紹
介

し
ま
す
。

今
回
は
、
黒
岩
地

区
平
野
、
水
農
会
会

長
の
織
田
和
主
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

織田　和主 さん

今
年
初
物
、
上
々
の
出
来
で
す

―

水
農
会
と
言
う
名
前
の

意
味
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ

で
つ
け
ま
し
た
か
。

こ
こ
平
野
か
ら
山
本
ま
で

の
農
地
、
水
害
水
没
地
区
を

考
え
る
人
た
ち
の
集
ま
り
が

母
体
で
す
が
、
そ
こ
に
農
業

の
将
来
を
考
え
る
人
が
集
ま

り
ま
し
て
、
何
も
し
な
い
で

は
な
ん
の
変
化
も
起
き
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
会
を
立
ち

上
げ
て
活
動
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
こ
の
名
前
を
つ

け
ま
し
た
。

―
　
ど
う
い
っ
た
構
成
の
グ

ル
ー
プ
で
す
か
。
ま
た
会
員

さ
ん
の
人
数
は
。

当
初
は
、
水
害
対
策
を
考

え
る
会
の
水
害
地
区
の
各
集

落
で
、
20
代
か
ら
30
代
の
若

い
者
た
ち
の
集
ま
り
で
し
た

が
、
今
で
は
、
庄
田
、
二
ツ

野
地
区
の
若
い
方
も
入
っ
て

き
て
く
れ
て
、
黒
岩
全
体
に

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
現

在
は
23
名
に
な
っ
て
い
ま

す
。

―
　
年
間
の
活
動
は
ど
う
い

っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
す

か
。改

良
普
及
所
、
役
場
、
農

協
、
各
関
係
機
関
に
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
農
薬
、肥
料
、

葉にんにく使ってね

土
つ
く
り
、
ま
た
、
ど
う
い

っ
た
作
物
が
良
い
か
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
の
勉
強
会
を

１
ヵ
月
に
１
度
の
割
合
で
会

合
を
も
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
こ
の
会
の
最
終
目

的
は
、
農
業
所
得
の
向
上
と

安
定
化
に
つ
な
が
る
活
動
が

中
心
で
す
の
で
、
色
々
の
意

見
を
集
約
し
て
活
発
な
活
動

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
会
員

の
皆
さ
ん
の
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

―
　
最
後
に
今
後
に
向
け
て

一
言
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

や
は
り
、
こ
の
黒
岩
地
区

の
茶
園
の
荒
廃
を
放
置
し
て

お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
家
の
収
入
の
安

定
化
と
い
っ
た
面
で
も
販
売

ル
ー
ト
の
確
立
、
現
金
収
入

に
つ
な
が
る
特
産
品
の
選
定

な
ど
、
今
、
８
品
目
ほ
ど
選

考
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
絞

り
込
ん
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
黒
岩
地
区
の
活
性
化

と
若
い
農
業
後
継
者
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
寒
さ
に
も
負

け
ず
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
人
知

れ
ず
「
佐
川
の
ま
ち
」
の
元

気
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い

る
「
人
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介

下
さ
い
。

ご
連
絡
は
議
会
事
務
局
ま

で
。

水農会も協力して行われた平野がんばる祭り

水

農

会
〜
水
と
農
業
を
守
る
た
め
に
〜

水

農

会
〜
水
と
農
業
を
守
る
た
め
に
〜



国の補正と県の単独事業で設置する方

向で、１２５基分の予算要求をしてい

る。

現在、発注をかけているので、３月

末までには設置完了し、全団員への

連絡が可能となる。

斗賀野消防分団員の中に、防災無線が

聞こえない者がいる。他の分団にもいる

と思われるが、非常時の出動に支障を来

たすと思われる。３月には家火事の折、

防災無線のサイレンが鳴らないトラブル

が発生している。団員全員に設置できな

いか。

（氏原義幸　議員）

消防団員全員に受信機の
設置を

（平成21年6月定例会）

設置の方向で予算要求３月末までに設置完了

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

□ 発行／佐川町議会　□ 発行責任者／議長 永田 耕朗　□ 編集／議会広報編集委員会
□ 〒789-1292 高知県高岡郡佐川町甲1650-2 □ TEL （0889）22-7702 □ FAX （0889）22-7385

議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
岡
村
　
統
正

副
委
員
長
　
　
坂
本
　
貞
雄

委
　
　
員
　
　
松
浦
　
隆
起

委
　
　
員
　
　
片
岡
　
勝
一

委
　
　
員
　
　
森
　
　
正
彦

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
も
今
回
の
改

選
で
新
し
く
２
名
の
議
員
も
加
わ
り
新
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
は
定
例
会
の
後
、
約
３
ヵ
月

遅
れ
で
の
発
行
で
し
た
が
町
民
の
方
に
で

き
る
だ
け
早
く
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
２
ヵ
月
で
発
行
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
議
員
選
挙
を
挟

み
ま
し
た
の
で
編
集
が
で
き
ず
お
届
け
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

紙
面
づ
く
り
に
は
、
編
集
委
員
が
、
す

べ
て
パ
ソ
コ
ン
で
レ
イ
ア
ウ
ト
、
色
の
使

い
か
た
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
挿
入
、
そ
れ

ぞ
れ
の
貼
り
付
け
写
真
、
人
コ
ー
ナ
ー
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
一
般
質
問
の
編
集
な

ど
大
変
な
労
力
と
苦
労
の
連
続
で
す
が
、

今
後
も
読
者
の
皆
さ
ん
に
簡
潔
で
わ
か
り

や
す
い
紙
面
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、

編
集
委
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

岡
村

No.11

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

消防団員に設置される受信機

ど う�
なった�

総務課長�
答　　弁�

次の定例会は12月8日午前9時開会
予定です。傍聴においでください。




